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http://www.minamih.net/ 昨日７月１６日（土），日野一小で５年生のむさしの
リーグがありました。

結果は，プリメイロスに２－１の逆転勝ち。本宿に
４－２，これも先制されるも逆転勝ちの２勝でした。

２試合目は観ていて
楽しいサッカーを展開
してくれました。

どんどんステップア
ップしている５年生。
その秘訣の一つはＧＡ
ＭＢＡＮＯＴＥにあり

１１・ ７・１７（土）そうです。全員がしっ
南ＮＥＷＳ ＮＯ２５ かりと書いています。

木陰でｇａｍｂａｎｏｔｅ記入

5 年生練習試合 2011 年 6 月 19 日（於：文化大グラウンド）
○チームのめあて：周り（ワンツー）をつかう、アジリティ、声を出す
【第一試合】南八王子 1 － 3 陶鎔元八（前半 0 － 2） 得点者：栗橋君

立ち上がりから DF 間の連係がとれていませんでした。原因は主に二つ、声によ
るコミュニケーション不足と、MF がキープしない事によるしわ寄せ。相手はアプ
ローチも素早く、個人技のある子もいたため、対抗するには密にコミュニケーショ
ンを取りつつ、素早い状況判断をしなければいけません。気を吐いたのは GK 阿部
君一人。声で鼓舞し続けました

前半の修正点を伝え後半に向かうと、MF に入った平山君のキープする時間がリ
ズムを呼び本日初シュート。その後何度目かのシュートの跳ね返りに栗橋君が左足

一閃で見事ゴールゲット。チャンスに躊躇なく左足で蹴れるのは普段
意識して練習しているかの表れ、皆にもどんどんトライして欲しいと
思います。得点はこの 1 点だけでした。

【第二試合】南八王子 3 － 1 陶鎔元八（前半 1 － 1）
得点者：阿部君、小林君、平山君

本日二試合は MF に入った阿部君のキープ力が光り、前線の濱野君、山崎君へス
ルーパスを通すなど、一試合目には無かった攻撃への展開が出来ていました。その
中で少し遠目からでも迷わず（これも左足で）打った阿部君のミドルシュートが相
手 GK のファンブルを誘いゴール。その後も粘り強く戦いましたが、相手のコーナ
ーキック時にマークが外れ失点を許してしまいました。
後半は 3 － 2 － 2 のサイド攻撃を意識した布陣で臨みましたが、これが功を奏し、

平山君、赤田君、濱野君の連続シュートなど攻撃の厚みが増した印象を持ちました。
その中でも前線で球際の粘り強さを示した小林君がゴールを取得し、更に平山君が
個人技で持ち込み、追加点を奪って見事勝利。

【第三試合】南八王子 1 － 1（前半 1 － 1）得点者：関谷君
第三試合は阿部君を GK に入れつつ、攻撃的 3 － 2 － 2 が機能するかを試してみま
した。MF の枚数が減った分、その他の人に強いる負担も重くなるのですが、黒澤
君が前から積極的にチェックに行ってくれたおかげで、サイドバックがオーバーラ
ップするチャンスが生まれ、その黒澤君からパスを受けた関谷君がシュートに持ち
込み、理想的な形で得点を得る事が出来ました。但し一旦守備に回るとディレイし
てくれる MF が一人少ないことから、カウンターで一失点と、色々な意味での難し
さを感じさせられました。
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７月１６日 むさしのリーグ
反省

全体的に声が出ていませんでした。
最初は裏をねらっていなかったけど，後の方は少し裏をねらえるようになってき

ました。
後になって良くなったのは，矢上代表に“ボールをもらうときに半身になっても

らえ”（ボールを受ける前の相手のＤＦの位置が観える身体の向き：ボデイシェイ
プとプルアウエイの指導）と言われたから，すぐに半身になったら位置をとりやす
くなりオフサイドラインも観えてきました。

２試合目は得点はもちろんだけど，アシストもできるようになりたいと試合前に
思いました。

翼君に２回スルーパスができました。キーパーと１対１の時，右に翼君が走り込
んできていました。前は翼君にパスを出さないで自分でいっていたけど，翼君にパ
スを出せました。そこが自分の成長したところだと思います。

次の試合は“ｒｕｎ ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｂａｌｌ”ラン ウイズ ザ ボール
をもっといっぱい使えるようにします。

……阿部コーチから 今度はオフサイドに気をつけよう！アシストできるようにな
ったことはとてもいいよ！落ち着いて技を使ってＧＫをかわしてシュートすれば
もっと得点できるよ！……

……南のアンパンマンより 得点したときはもらう声が出ていましたよ。
素晴らしい振り返りです。次にしっかりと活きますね！フィードバックできます
ね。次の試合を観るのが楽しみです。……

陶鎔元八との戦果は一勝一敗一分けで得失点差も同じとい

う、全くの互角の結果となりました。今回ベンチワークにおけ

る試みとして、試合中のコーチによる声かけを控え、子供たち

に声を出させるという、ある意味荒療治的な事を行いました

が、それでも声かけが少ない。5年生は個の力ではなくチーム

力で戦うべきと考えていますが、そのチーム力もコミュニケー

ションが不足していると半減します。これは5年生のポテンシ

ャルを考えるととても勿体ない事ですので何とか修正したいと

考えます。

もう一つ、今回の試合では2得点が利き足でない左足から生ま

れています。つまりシュートしないと点は入らない、なんでも

積極的に試してみないと始まらないのです。折角の練習試合で

すから色々な技にコミュニケーションに、失敗を恐れず挑戦し

てもらいたいと思います。 By 谷口コーチ



- 3 - - 4 -


